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1.はじめに

　長い間の念願がかなって、藤前干潟のゴミ埋立が断念された。追われ続けてきた

渡り鳥と、私たち自身に大きな希望をもたらしてくれたことを喜びたい。

　しかしあらためて藤前干潟から視野を広げて伊勢湾全体をみなおすとき、過去の

開発によって傷つけられ、今なお癒されることのない無残な姿が見えてくる。

　最近海の博物館がまとめられた「伊勢湾の環境」(CD-ROM版)では、驚くばかり

の漁獲量の激減や貧酸素水塊の拡大で死に瀕した伊勢湾の実態を示すデータが並ん

でいる。そればかりか、中部新空港などのあらたな浅海域の埋立や、海上の森での

万博構想など水源の森を破壊するプランも目白押しである。

　実は私たちも、1997 年から続けているアナジャコ調査を通じて、藤前干潟でも、

例年、夏の終わりに貧酸素水塊の直撃を受け、アナジャコやゴカイなどに大きなダ

メージを与えていることを知った。その原因は伊勢湾の汚染も関係するだろうが、

直接的には藤前干潟の中央部にある、幅 180m、長さ 400m、深さ 5mの大きな深み

にあると推測されるのである。この深みは、1953 年の伊勢湾台風後の堤防復旧のた

めに土砂を採取した跡といわれ、断念されたゴミ埋立計画の環境アセスメント評価

書にも、この深みで貧酸素水塊の発生が見られることが指摘されている。

　私たちは、いまだ明らかでないアナジャコのライフサイクルを調査する過程で、

1998 年と 1999 年の秋口の、いずれも台風の接近直後に、貧酸素水塊の直撃を受け

たと思われるアナジャコの大量死に遭遇し、継続調査に大きな撹乱を受けた。干潟

の生態系のはたらきを、明らかにするために調査しているのだが、その前に生態系

に大きなダメージを与える貧酸素水塊への対策を急ぐ必要があると、教えられたの

である。まずは、これまでの調査データをまとめ、貧酸素水塊がどんな悪影響を与

えているかを明らかにしたい。そしてこの深みが、浚渫による大きな傷跡であり、

一刻も早く修復させる必要があることを知ってもらいたい。

　今、世界の沿岸環境と湿地保全の流れは、「保全」から「復原」である。

　1999年９月の藤前フォーラムで現地を訪れたアメリカの魚類野生生物局のピーター・

ベイ氏も、藤前干潟が残されたことを大いに評価しながら、過去の開発で失われて

いる本来の自然環境を取り戻してゆくための示唆を、いくつかくださった。

　この調査結果を活かして、藤前干潟の修復をはかることをその第一歩にしたいと

思う。

藤前干潟を守る会代表　辻　淳夫
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　藤前干潟を守る会では1997年6月から12月まで藤前干潟、日光川河口、庄内川・新川河口

におけるアナジャコ類（アナジャコ：Upogebia major, ニホンスナモグリ：Callianassa 

japonica）の巣穴分布を調べ、その結果を「藤前干潟におけるアナジャコ類調査」として報

告した。この調査でアナジャコ類のうちアナジャコの巣穴が藤前干潟西部分で非常に高密度

で分布していることがわかった。

　また、その後の継続調査により、藤前干潟には、アナジャコ（Upogebia major）の他

に、近縁のヨコヤアナジャコ（(Upogebia yokoyai)：名古屋市の環境アセスメント準備書

等には未記載種）が、干潟中央部に多く棲息していることが確認された。

　アナジャコはゴカイ、イトゴカイ類とともに藤前干潟における主要な底生生物であり、シ

ギ、チドリなどの渡り鳥の餌でもあるが、その浄化能力は極めて高く、自身の濾過食による

干潟上の水の浄化、及び、水の循環と造巣行動による底泥下部への酸素供給の面において多

大な貢献をしている。

　しかし、翌1998年と、翌々年1999年の8月末から9月初めにかけて、藤前干潟に生息して

いた底生生物が激減、特に干潟西側部分の底生生物はほとんど壊滅状態となってしまった。

　本報告では、このような底生生物量の激変がその年だけのものであったのか、あるいは夏

期には往々にして起こる現象であるのかを、特にアナジャコ類の個体数の変化に焦点を当

て、個体数を激減させた原因や、それが起こった時期を考察しようと試みたものである。こ

の現象がアナジャコ類にどれほどの影響を与えるのか、一方いったん減ってしまったアナ

ジャコ類がどの程度回復するのか等の問題を確かめるため、藤前干潟内のアナジャコ類の巣

穴数を1999年5月から11月まで6箇所の調査地点で調べた結果を報告する。

　写真1

1998年8月28日　藤前干潟E300地点の泥の状況。踏込んだ部分に、干潟表層直下の泥が

還元的な黒色を示しているのが見られ、還元状態の潟土が拡大している事が確認できる
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3.　調査地点・方法

◎　調査地点

　アナジャコ類巣穴数調査ははD300、E150、E300、F150、F300、G300の6地点で行っ

た。また、それぞれの地点では2カ所ずつ調査を行った。

　調査地点位置は藤前干潟の西部をD地点、新川沿いの東部をＧ地点とし、その間をほぼ等

間隔にとりE地点、F地点とした。

　D300、E300、F300、G300は護岸から約300ⅿ、E150、F150は護岸から約150ⅿの場所

を示している。

　

　各調査地点を下図に示す。
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 調査位置図 

図1、調査位置


